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いま私たちの「主体性」をとらえなおす
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2020年～を振り返って
緊急遠隔授業（デジタル化、オンライン化）がもたらしたもの

＊大学教職員

・史上空前の、FD研修への参加者数を経験
・テクノロジーと授業づくりが密接になり、ほぼ全員が

LMS・ビデオ会議のツールを使うことを与儀なくされた

＊大学教職員と学生

・対面の価値が稀有なものとなり、一斉に孤立した

・対面授業の価値が問い直された

授業、学生生活、課外活動、教育・研究に関わるすべての

課題が顕在化（actualized）し、可視化（visualized）された 3



優れた授業実践のための７原則
• Chickering & Gamson (1987) – 米国大学の教

義 “Seven principles for good practice”

１）学生と教員のコンタクトを促す

２）学生間の相互関係と協力する機会を増やす

３）アクティブラーニングの手法を利用する

４）迅速にフィードバックする

５）学習に要する時間の大切さを強調する

６）学生に期待の高さを伝える

７）多様な才能と学習方法を尊重する
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東京工業大学 学びの７か条
―自ら学び続ける力を身につけるために―

「・・・社会に出れば、自分で考え、学ばなくてはならない」

1. いろいろな教員と積極的に接する

2. 学生間の協力関係を築く

3. 自立的に学習する

4. 学習の進捗を常に把握する

5. 授業外の学習を計画的に行う

6. 高い志をもって行動する

7. それぞれの個性と個々の学びを大切にする
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あらためて「学習環境」とは？
• 学習環境の要素（山内ほか、2010）
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空間 活動

共同体 人工物

学習環境

学習に必要な人間の行為を物
理的に保証
例）教室、図書館

学習を生み出すために直接的な
きっかけを提供

例）授業、発表会

目標を共有しその実現のために
自発的に集まった人々

空間・活動・共同体
を有機的に関連させる
例）書籍、教材、提示装置

学習活動を持続
的に展開するため
には必要

対面型・非対面型の混在
BYOD・LMSプラットフォーム



これまでの対面型学習環境の整備

Ø 空間／物理的環境

－図書館 ラーニング・コモンズ

－講義棟 ＡＬ教室

Ø 共同体／人的環境

－教職員

－学生（学生による学生の学修・学習支援）

ＴＡ・SA（授業、附属図書館、自学自習支援）
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⇒ 非対面型に伴うペダゴジー(教育技法）の変化

• Teaching with Technology

–学習者を中心とした活動への関与に焦点をあてる
（学生エンゲージメント）

–対面とオンラインツールを有効に組み合わせた授業設計
（反転授業、オンデマンド、ハイブリッド）

• Learning with Technology

–多様な学習形態を、学生が選択できる学習設計
（ユニバーサル・アクセス、ハイフレックス）

–人・空間・共同体の学習環境を整える

– オンラインTA・SA、チューターの育成
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コロナ以前にも、「クラス内反転学習」の事例として

–看護４年生「地域アセスメント技術演習」

– 40本以上の解説ビデオを収録・配信
（スマートフォン・PCから、LMSへアクセス）

• ジグソー法・ポスターツアーによる協同学習
• 演習中に、教員はもはや講義をしない ＝ その場で視聴

• グループの仲間、
TA・SA・教員の助言

– LMS、オンライン学習は
一部では根付いていた

9



⇒ 遠隔授業×同期型PBL×TA・SA

授業例：医・看護の他職種連携教育 200名での大規模ＰＢＬ

ビデオ会議システム ＋ LMS ＋ TA・SA
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教室で対面で行っていた様々なアク
ティブラーニング

・チャット、クリッカー
（小テスト投票）での双
方向のやりとり
・ビデオ会議システムの
併用

・LMSの活用
- スレッド型掲示板
- グループごとのビデオ
会議システム

・映像資料
・多様なデータの提示
・グループでのPBL
（Googleドキュメント
の同時・共同編集）

・ビデオ会議システム
でのオンラインジグソー
グループ
・オンラインプレゼンテ
ーション（Googleスラ
イド）



⇒ ハイフレックス / 杉森・佐藤監訳「秋学期以降の15のシナリオ」 参照

大学院（理学療法・作業療法）「教育方法論」
対面教室でのグループ オンライン側のグループ
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← 対面（６名） iPad でもオンラインの
発言者の顔を見せている

オンライン（15名） カメラを切り替えて、
教室の様子を見せている →



12



⇒ FD研修、TA・SA研修のオンデマンド化
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• 同期型研修を補う
「非対面化」
– 授業設計のためのFD研修

の緊急開催

（年15回、のべ1000名）

– オンデマンド録画・教材への
アクセス数 年8500回

– オンデマンド教材による
学部生TA・SA研修

– 学修支援も、LMSを通じた
オンライン支援を可能とした

– 図書館TA・SAのオンライン
対応



⇒ 図書館ラーニング・サポートのオンライン化
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LMSを通じたオンライン学修支援



⇒ ハイブリッド実習試験

• 医学教育、客観的臨床能力試験（OSCE）

–附属病院での実施、感染予防のために模擬患者・評
価者・受験者を別室に

– Zoomブレイクアウト・セッションを 20〜40

– オンライン試験室・配信スタジオの設営
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点在する実践をつなぎ結ぶ「７つの原理」
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非対面型大学を支えるには

–新しい時代に、新しい原理（principle）のもとで、
学習環境（空間・活動・共同体・人工物）を再構築し、
創出する必要がある

–北米型のTeaching / Learning with Technologyは、
実は、多数のFD専門家（教育開発者）・インストラクショ
ナルデザイナー・アカデミックアドバイザー・学修支援者な
どの専門職を必要としているが、本邦では専門部署・学
修支援室を置かない場合には、どこまでを教職員が担
えるか？？
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FDの役割
• 大学の役割の再定義
– 学生の学びを中心にすえる

• 教員・学生の教育学修設計・支援への再焦点化
– オンデマンド、オンライン、ブレンド、ハイフレックス

• 学習環境の再構築を支える、専門職・担い手の
再役割分化

– TA・SA、教材作成支援、学生相談

– LMSプラットフォーム、学習分析（LA）

• ハードウェア ＜ ソフトウェア ＜ ヒューマンウェア
授業設計・教材設計・学習設計にかかる教員コミュニティの形成
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Beyond the LMS
「デジタル時代の教育学」（digital pedagogy）à データやテクノロジーを理

解すると同様に、人間の知性とリテラシーを涵養する教育の在り方に改め

て焦点を当てること

“デジタル・ペダゴジーとは、正しくはデジタル・テクノロジーを使って教えることではなく、
むしろ批判的教育学の視点からデジタル・ツールにアプローチすることにある。つまり、
ツールを熟考して使うことと同じくらい、ツールを使わないと決めること、ツールが学習
に与える影響に注意を払うことが重要である。”

cf. “Hybrid Pedagogy” https://hybridpedagogy.org/tag/what-is-digital-pedagogy/

cf.  “Human Literacy” in Robot-Proof: Higher Education in the Age of Artificial 
Intelligence (Joseph E. Aoun, MIT press 2017, 森北出版 2020) 

“LMS（学習管理システム）の発明は間違いでした。ここで私は、これまで何度も繰り返さ
れてきた、LMSは制限的な構造であり、LMSのインターフェースや機能性が教師のオンラ

インでの教え方を支配している、というような苛立たしい議論をするつもりはありません。
LMSは時期尚早だったからこその失敗だったのです。”
S. M. Morris (2018), “Beyond the LMS”, in An Urgency of Teachers p.25-29
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プラットフォーム（LMS）と学習分析(LA)への問い

私たちが、それは「主体的な」学びだ、と言った瞬間に、それは
抑圧的な構造のなかで、「押し付けられた」学び＝客体的な
学びに陥る

プラットフォームは、学習環境の一部だがすべてではない

分析は、過去の一側面を明らかにするが未来はつくらない

教育開発では、あらゆるツールの背景にある、教育上の願い
（祈り）を実現するための、私たち自身の主体性を問いなおす

⇒ LMSを通じた教育と学習にとどまらず、「常に学び続ける姿
勢と行動」＝自立的学習者としての心構えや能力、学びの気
概を育てる、教育機関の気概もまた問われている 20
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